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北海道ＮＰＯ情報
市

 

も

● ＮＰＯ会計講座２日

● ブログ作成講座／Ｎ

● 福祉ＮＰＯセミナー

● 情報開示セミナー／

／ＮＰＯバンク融資

● 北海道協働推進方策

● ＮＰＯサポート事業

● ＮＰＯな・・・  

● 情報ＢＯＸ    

● 助成金情報    

 地域
ここ数年、大企業を中心に

した。しかし周りを見渡せば

地域で活動するＮＰＯに対し

本セミナーではＣＳＲのあ

で取り組むＣＳＲについて考

 き：２００８年８月２１

しょ：札幌エルプラザ公

内 容： 

● 話題提供 「これからの企

● 地域のＣＳＲ取組み事例発

リコー北海道株式会社

● パネルディスカッション 

● ＣＳＲ情報発信の提案 

お申込・お問い合わせ：ＮＰ

〒060-0062 札幌市中央区南

電話：011-204-6523 FA

参加ご希望の方は、氏名、団

上記宛、電話又はメールか F

お願い  E-Mail でお申

Ｅ－Ｍａｉｌ、ＦＡＸでお申込い

 

ＮＰＯ推進北海道会議 

北海道ＮＰＯサポートセンター 

北海道ＮＰＯバンク／ＮＰＯバンク事業組合 

北海道ＮＰＯ越智基金 

発行 北海道情報宣伝研究会 

札幌市中央区北４条西１２丁目

1976 年７月９日 

第３種郵便物認可 定価 100 円
民活動を支える制度を強化しよう！      【

 くじ                 ページ 

連続／会計税務サポートサイト      ２ 

ＰＯ研修／ＮＰＯ法人認証数       ３ 

／ＮＰＯ会計セミナー          ４ 

０８年度北海道ＮＰＯｓｃ地域展開事業 

スケジュール              ５ 

について                ６ 

                    ７ 

                   ８～９ 

                  １０～１１ 

                  １１～１２ 

ＣＳＲセミナー 参加者募集
環境問題や社内の休暇制度などに対する取り組みをよく

道内でも地域の課題解決に取り組んでいる中小企業がた

てもＣＳＲ推進の波は及んできています。 
り方を学ぶとともに事例を元に企業やＮＰＯなどが中

えていきます。 

日（木）１７：００～２０：００ 受付開始１６：３

共施設 ２階会議室 １･２ （札幌市北区北 8

業・ＮＰＯ経営とＳＲについて」田村太郎 氏（ダイバ

表 

、㈲渡辺農場/㈲JICC、㈲セレモニー札幌 平安堂／葬送

Ｏ法人 北海道ＮＰＯサポートセンター 

２条西１０丁目クワガタビル２Ｆ 

X：011-261-6524 E-Mail：npo@mb.infosnow.n

体名（所属先がある場合）、連絡先電話番号、FAX番号

AXでお送りください。 最終参加申込締切 ８月１８

し込みの場合、件名を「８／２１ＣＳＲセミナー参加申込」

ただいた場合、改めて受付確認のご連絡は行いませんのでご
２００８年８月】

  
耳にするようになりま

くさんあります。また

心となって地域ぐるみ

資料代 ５００円
０ 

条西 3丁目） 

ーシティ研究所 代表） 

を考える市民の会 

e.jp （担当：北村、中西） 

、メールアドレスを 

日（月）  

としてください。 

容赦ください。 
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事業名 

遠隔地の方にも最適！ ＮＰＯ会計講座のご案内 
《決算書作成アドバイス付き》短期集中 ２日間講座 
２回１０時間講座 （第１回＋第２回の合計１０時間コース） 

内 容 

毎回ご好評いただいている会計講座のご案内です。遠隔地の方も 1泊 2日で完結できるよ

う日程を組みました。簿記の基礎を学び、ＮＰＯならではの勘定科目を使った仕訳（振替伝票

記入）等の練習問題に取り組んでいただきます。 

講習時に使用する会計ソフトは「会計王９ＮＰＯ Limited」です。 
会計ソフトを使ってパソコン入力の練習を行い、決算書の作成や、財務諸表の見方なども学

びます。個別質問にお答えする時間も十分に用意し、それぞれの団体の実情に合ったアドバイ

スができるようカリキュラムを組んでいます。NPO会計に詳しい税理士によるアドバイスの

時間も設けています。ぜひご参加ください。 

対 象 
ＮＰＯ法人の代表者、事務局長、会計スタッフ （参加対象者：パソコンの文字入力、マウス操作

がスムーズにできる方） 

講 師 
小沼千佳子，中西希恵（北海道ＮＰＯサポートセンター会計講座担当） 
アドバイザー 瀧谷和隆（税理士／ＮＰＯ法人ＡＰＩジャパン理事長）２日目最終講 

費 用 受講料： 10,500円（税込み、初回納入） 

日 時 
 ８月 19日（火）１３：００～１８：００  ※２回とも参加可能な方対象 

 ８月 20日（水）１０：００～１６：００ （途中昼食休憩あり） 

会 場 北海道ＮＰＯサポートセンター会議室（札幌市中央区南2条西10丁目 kuwagata ビル） 

定 員 ６人（最小催行人員３人） 

申 込

方 法 

申込締切：８月15日（金）先着順（定員になり次第締め切ります） 
電話 ０１１－２０４－６５２３  ＦＡＸ ０１１－２６１－６５２４ 

メール npo@mb.infosnow.ne.jp   団体名、受講者名、連絡先電話をお知らせください。 
 ※メールの場合は、件名に「2008年８月会計講座」とお書きください。 

ＮＰＯ会計税務サポートサイトのお知らせ 
NPOの会計・税務で困ったら先ずは下記のホームページにアクセスしてみてください。 

http://npoatpro.org 
会計税務Q＆A、会計書類の実例サンプル、都道府県情報、書籍・会計ソフトの紹介、イベント・

研修案内、チェックリスト等、NPOの会計税務に関するお役立ち情報が得られます。 

 
あわせて、無料電話会計相談も行っています。サポートサイトを見ても解決できないときは、下記

に電話してみてください。 

 TEL：011-231-5825（北海道NPOサポートセンター小沼（おぬま）まで）
電話相談対応日時：月曜日10:00～12:00、水曜日・金曜日10:00～17:00。 
 

※ご利用はNPO関係者に限らせて頂きます。個別の税務相談には対応できません。 

電話料金は利用者の負担となります。 

※このサポートサイトは、財団法人国際コミュニケーション基金と中央労働金庫からのご支援によ

り開設・運営しています。 

 

●NPO会計税務サポートサイトに関するお問合せ● 

NPO法人NPO会計税務専門家ネットワーク（略称：NPO@PRO） 

事務局（サポートサイト）担当者：瀧谷（たきや）、Eメール：apitakiya@aol.com 
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ＮＰＯ法人のための

ホームページ（ブログ）作成入門講座 
開催のご案内 

団体のホームページを作ってみませんか。 

無料で利用できる様々なブログを紹介。ブログの活用方法やしくみが学べる少人数での講座です。 

お気軽にご参加ください。 

日時：８月 29日（金）１３：３０～１６：３０ 

会場：北海道ＮＰＯサポートセンター会議室 

内容：実際にご自身の団体で伝えたい内容を入力していただく「ミニワーク」も取り入れ、実践的な力が身につ

く内容を目指します。少人数での講座ですのでお気軽にご参加ください。 

ふだんお使いのノートパソコンがある場合ご持参ください。また団体のイベント情報やデジタルカメラで

撮影した活動写真などもあわせてご持参ください。 

講師：畑憲一、金城邦子、東川佳子（北海道ＮＰＯサポートセンターＩＴ担当） 

参加費：３,１５０円（税込み）  定員：６名 

申し込み締め切り  ８月 26日（火）先着順 定員になり次第締め切ります。 

【問合せ・参加申込】 北海道ＮＰＯサポートセンター 

TEL ０１１－２０４－６５２３ FAX ０１１－２６１－６５２４ メール npo@mb.infosnow.ne.jp

団体名、受講者名、連絡先電話をお知らせください。 

メールの場合は、件名に「2008年８月ホームページ作成講座」とお書きください。 

 

札幌市ボランティア研修センター ＮＰＯ研修 

  福祉ＮＰＯのための組織運営講座 
～福祉ＮＰＯ法人の運営上の課題や、その解決方法について学びます。 

 

日時：2008年 9月 3日（水）１０：００～１２：００ 

会場：札幌市ボランティア研修センター 

 （札幌市中央区北1条西9丁目リンケージプラザ2階） 

地下鉄東西線「西11丁目」下車4番出口から徒歩5分 

講師：北村美恵子（北海道ＮＰＯサポートセンター理事、北海道ＮＰＯバンク事務局長） 

内容：理事会運営（運営委員会）、総会の開催などの組織運営、ＮＰＯ法に基づく所轄庁（道庁）への

諸届け、法務局への登記申請実務習熟など、団体として必要な組織運営実務を学びます。 

   さらに、資金調達（借入れや助成金）についても情報提供します。 

   （内容をよりよく理解していただくため、団体の定款、総会議案書、登記簿謄本のコピーを持

参ください。） 

参加費：500円 

申込先：札幌市ボランティア研修センター 電話２２３－６００５ FAX２６１－８８８１ 

申込み締め切り 8月 27日（水） 

９月３日（水）

１０：００～

１２：００ 

特定非営利活動法人の申請受理・認証数・不認証数・解散数 

受理数 認証数 不認証数 解散数 全国の申請受理数「内閣府・北海道含む」 
５月3１日現在 （内閣府のホームページ）

36121 34719 486 2061 

受理数 認証数 不認証数 解散数 
道内の申請受理数 ５月3１日現在（北海道）

1449 1424 0 68 

内閣府ホームページから http://www.npo-homepage.go.jp/data/pref.html 
北海道ホームページ http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/sbs/npo-kyoudou 
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セミナー：『介護系ＮＰＯの会計税務』
 

日時：９月１２日（金）：午後２時頃～５時頃まで（予定） 

場所：北海道クリスチャンセンター 札幌市北区北7条西6丁目（ＪＲ札幌駅北口徒歩７分） 

２階ホール（定員８０名程度）http://www.h3.dion.ne.jp/~hcc/  

 

講師：岩永清滋氏（公認会計士、ＮＰＯ会計税務専門家ネットワーク理事） 

 

参加費：２，０００円  申込み締め切り ９月10日（水） 

主催：ＮＰＯ法人エーピーアイ・ジャパン 

共催：ＮＰＯ推進北海道会議、北海道ＮＰＯサポートセンター 

９月１２日（金） 

福祉ＮＰＯセミナー

NPO会計税務専門家ネットワーク 

『ＮＰＯ＠ＰＲＯ』総会記念 

『基調講演＆パネルディスカッション』 
日時：2008年９月１３日（土）１４時～１７時 

場所：北海道クリスチャンセンター 札幌市北区北7条西6丁目（ＪＲ札幌駅北口徒歩７分） 

２階ホール（定員８０名程度）http://www.h3.dion.ne.jp/~hcc/  

 

テーマ：『ＮＰＯ法改正とＮＰＯ会計基準の確立に向けて』 

内容： 

○ 基調講演（問題提起）：松原明氏（ＮＰＯ法人シーズ・市民活動を支える制度をつくる会常務理事・事務局

長） 

○ パネルディスカッション 

≪パネリスト≫ 

江田寛氏（非営利法人研究学会理事：公認会計士） 
畑山紀氏（札幌学院大学商学部教授） 

松原明氏（ＮＰＯ法人シーズ・市民活動を支える制度をつくる会常務理事・事務局長）  

北村美恵子氏（NPO法人北海道NPOバンク理事・事務局長、北海道NPOサポートセンター理事） 

≪進行役≫：瀧谷和隆（ＮＰＯ会計税務専門家ネットワーク事務局長） 

場所：北海道クリスチャンセンター 札幌市北区北7条西6丁目（ＪＲ札幌駅北口徒歩７分） 

http://www.h3.dion.ne.jp/~hcc/  

 

これまでの経緯：1998年１２月にＮＰＯ法が施行され、今年で１０年目となります。 

これまでに幾度かの改正もありましたが、昨今公益法人制度や信託制度等の大幅な改正もあり、ＮＰＯ法も新

たなステージへと向かう時期に来ているかと思います。 

また、これまで、ＮＰＯ法人の会計基準の議論も度々行われて、昨年からはシーズとＮＰＯ会計税務専門家ネ

ットワーク等で、ＮＰＯ法人会計基準の論点整理などの作成準備も進めてきました。 

今年度も引き続きこの議論を継続・発展させ、ＮＰＯ法人会計基準の制定に向けて、行動に移して行ければと

も思っています。 

このような環境の変化の中、今後のＮＰＯ法改正とＮＰＯ法人の会計基準に制定について、その必要性や課題

等について今回議論したいと考えています。 

 

参加費：１，０００円 
主催：NPO会計税務専門家ネットワーク 

共催：ＮＰＯ／ＮＧＯに関する税・法人制度改革連絡会 

協力：NPO推進北海道会議、北海道NPOサポートセンター 

 

問合せ・申込み 北海道ＮＰＯサポートセンター電話011-204-6523 FAX011-261-6524  

        瀧谷メール Apitakiya@aol.com  

申込み締め切り ９月10日（水） 

９月１３日（土） 

ＮＰＯ会計セミナー

 4



２００８年８月１日発行 Ｊｎｅｔ 第１７６号 第３種郵便物 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セミナー：『ＮＰＯの情報開示』 
開催主旨 各団体の情報開示の重要性とポイントについて一緒に考え、企業からの助成・寄付や、行政との

協働事業の掘り起こしに結びつけましょう。 

事例や「支援しようと考える側からの視点」を学んだ後、実際に「重要な項目」の表現について、演習して

みましょう。さらに、日本財団が運営する無料の公益コミュニティサイト「CANPAN」に、ブログや 

ミラーホームページを開設し、注目度、信用度を高めませんか。 

. 

日時：2008年９月１6日（火）：１３：３０～１６：３０  

場所：札幌エルプラザ公共施設2階会議室１・２ 札幌市北区北８条西３丁目 

（ＪＲ札幌駅北口地下道直結）    

講師：川北秀人氏（ＩＩＨＯＥ「人と組織と地球のための国際研究所」代表者） 

荻上健太郎氏（日本財団 CANPAN運営事務局ポータルプロジェクト担当） 

 

定員：30名 

参加費：１，０００円 （今回のセミナーでは、事前にメールでのやりとりやインターネットでCANPANサ

イトにアクセスしていただくこと、CANPANの団体情報登録入力フォーマットをご記入いただくことが必要

になります。） 

主催：北海道ＮＰＯサポートセンター 

共催：ＮＰＯ推進北海道会議、ＩＩＨＯＥ「人と組織と地球のための国際研究所」、 

日本財団公益コミュニティサイトCANPAN 

問合せ・申込み 北海道ＮＰＯサポートセンター電話011-204-6523 FAX011-261-6524  

申込み締め切り ９月２日（火） 

（このセミナーは札幌市市民活動サポートセンター主催「市民企画講座」の一環として実施されます） 

９月１６日（火）午後 

情報開示セミナー 

 

 

2008 年度北海道ＮＰＯサポートセンター地域展開事業（行政からの委託事業等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道「市民活動促進講座」プロポ

ーザル事業（事業費約700万円） 

●市民活動入門講座4カ所開催

予定（９月～１０月実施） 

3時間講座 定員30名  

渡島：八雲町 

宗谷：稚内市 

網走：津別町 

日高：浦河町  

●スキルアップ講座3カ所開催 

 （１０月～１２月実施予定） 

   16時間講座  

上川：旭川市 

胆振：苫小牧市 

十勝：帯広市 

環境省「コミュニティ・ファンド

等を活用した環境保全活動促進事

業」（事業費約800万円） 

。 

公募で全国5件の1件に採択され

ました。 

北海道NPOサポートセンターが

事務局になり、北海道環境財団、

北海道NPOバンク、 NPO法人

「森の生活」（上川管内下川町）の

4団体で委員会をつくります

モデル事業として、下川町のＮＰＯ

法人「森の生活」の行う環境コミュ

ニティビジネスを資金面、事業面で

関係団体及び学識者がサポートし、

 
 

ＮＰＯバンク融資申込み
● 第２４回融資 → 申込期間２００
● 第２５回融資 → 申込期間２００

＊上記日程はあくまで予定です。詳細は

 

道教委 「女性の学び支援事業」  

実行委員会事務局（約500万円） 

昨年に引き続き道内6カ所で２日

間（8時間）講座を開催します。 

「身近なチャレンジ支援講座」 

（11月頃予定）4時間×2日間 

定員30名程度 

開設箇所 

旭川、函館、釧路、 

帯広、北見、札幌 

これに併せ、出産・育児後の再チ

ャレンジを希望する女性のための

相談窓口を、上記6カ所に開設し
ます。 

 

環境ＣＢを支えるための方策につ

いて検討・提言します。 

のお知らせ 
８年  ８月  １日～  ８月１５日／融資実行９月下旬以降 
８年１０月１７日～１０月３１日／融資実行１２月中旬以降 

ホームページでもお知らせしています http://npobank.dosanko.org/ 
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資料 

北海道議会第 2 回定例会本会議で、廣田まゆみ議員（札幌市白石区選出、民主党・道民連合）（ＮＰＯ推

進北海道会議理事）が「北海道協働推進方策」について質問しました。（2008年 6月 18日） 
 

廣田議員 質問  北海道協働推進方策について、3点、伺います。 
1点目は、協働についてです。 

知事は、この1年間の議会答弁や執行方針説明のなかで、｢協働｣という言葉を、何度も使われています。 

私は、前回の第1回定例道議会予算特別委員会においても、この協働推進方策について、質疑をさせていただいたのですが、

残念ながら、知事が就任された平成15年以降から、協働推進施策が停滞していると感じています。協働推進のために、知

事は具体的に何をされてきたのか伺います。 

2点目は、地域の政策展開方針における協働の取り組みについて、です。 

担当部局からは、支庁に地域活性化戦略会議を開催し、地域の課題やニーズに即した政策課題について、議論を行う場とし

て位置づけてきたことなどの答弁をいただいています。 

現在、知事より、支庁再編整備の提案がされておりますが、本来の支庁改革は、支庁機能の充実であり、私にとっては、支

庁改革の本丸は、いかに支庁が地域の課題に根ざした政策提案や課題解決能力を持つか、でした。そのためにも、「協働」

の推進が必要です。新たに検討されている地域の政策展開方針においては、どのように｢協働｣が推進されるのか、しくみと

して担保されるのか、政策展開方針における政策の立案・策定、事業の実施、評価の3段階にそれぞれにおいて、具体的に

示してください。 

次に、この協働の担い手の一つであるＮＰＯの推進施策について、です。 

先の予算特別委員会では指摘とさせていただいた事項ですが、改めて質問させていただきます。 

北海道のＮＰＯ・協働に関する予算とその内訳を、先進県と比較して調べたところ、北海道は8400万円、千葉県は7800

万円、埼玉県は 8500 万円、予算としては、いずれも同程度です。千葉、埼玉では、その予算のほとんど全部を、ＮＰＯ

自立支援や、協働推進のソフト事業に使っています。しかし、北海道の予算８４００万円のうち、道立市民活動促進センタ

ーの設置運営に約3000万円。その指定管理者に認定された財団法人北海道地域活動振興協会に補助金として約4500万

円。つまり、北海道のＮＰＯ協働推進施策の予算のほとんどの約7500万円が、地域活動振興協会に支出されています。 

しかも、この4500万円の地域活動振興補助金の内訳を見ると、カナダアルバータ州との交流事業857万円を含むボラン

ティア振興の予算がほとんどです。 

知事は、市町村自治体の反対を覚悟で、支庁再編整備案を提案されるほど、道の財政状況に危機感を持っているわけですが、

協働の一端を担うＮＰＯ推進予算の執行状況として、適切とお考えでしょうか？ 

私は、支庁再編整備の前に、こうした関与団体への補助金の見直しを、一律ではなく、政策的な判断を持って行うべきと考

えます。 

また、指定管理者制度の選定にあたっても道民に不信を招いた経過のある道立市民活動促進センターは、この際、廃止をさ

れ、その管理費分の予算は、ＮＰＯメッセとして、政策の企画・立案や事業者の選定を公開公募でコーディネートするよう

なＮＰＯ推進のソフト事業に使っていただきたいと思いますが、知事の見解を伺います。 

答弁（環境生活部長） 
 ＮＰＯ推進施策についてでありますが、道におきましては、北海道市民活動促進条例に基づき、道立市民活動促進センタ

ーを設置し、情報提供や学習機会の提供、人材の育成などを行ってきており、同センターの利用者数は、平成１３年の設置

以来、毎年伸び続け、平成１９年度におきましては、指定管理者制度導入前の平成１７年度と比較して約３７％の増加とな

るなどＮＰＯ支援や協働推進について重要な役割を果たしていると考えていると考えております。 

 また、財団法人北海道地域活動振興協会は、コミュニティ活動やボランティア活動促進のための人材育成や財政支援など、

地域における公益的活動の総合的支援を行っており、地域活動の促進に貢献してきていると考えております。 

 今後とも、多様化・複雑化する住民ニーズに適切に対応し、地域課題を解決するため、いわゆる「新しい公共」の担い手

であるＮＰＯや企業等から政策提言をいただくなど、多様な協働の取組の推進に努めてまいります。 

廣田議員 再質問 
北海道協働推進方策について、再質問いたします。 

そもそも協働の推進は、中央依存、官依存体質からの脱却をめざす構造改革の流れの中で出てきた考え方であり今、伺った

施策の内容を見ると、残念ながら、協働推進の事業とは呼べません。 

地域活動振興協会におかれてもボランティア振興について努力されていると伺いましたが、ＮＰＯ推進策とは性質が異なり

ます。 

私はNPOだけを特別に支援したり、保護してほしいと言っているわけではありません。官と民との協働においては、NPO

も企業も対等に競争する土壌や環境の整備をしていくべきだと考えています。 

しかし、今、現在の地域の疲弊した状況を見るとき、NPOが果たすべき役割に大きく期待をしています。 

例えば、阪神・淡路大震災のときに、被災者のペットを探すことを引き受けたNPOがありました。人間の行方不明者も出

ている時に、行政には間違ってもできないことです。しかし、一人暮らしのお年寄りなどにとっては、ペットの存在が生き

るために必要でした。 

また、企業が、市場にあらわれているニーズに応えるのに対し、NPO は、障がいを持つ人の移送サービスに象徴されるよ

うに、市場のなかでは、あきらめて隠されたニーズを掘り起こします。 

障がいを持つ人たちが、やむにやまれず、自分たちで担ってきた活動が、国土交通省の福祉輸送や過疎地輸送の規制緩和に

もつながりました。 

こういった地域の課題解決の担い手としてのNPOの育成策が乏しいものは残念です。 

地域の政策展開方針においても、このNPOとの協働のしくみが不明確であり、さらなる検討を指摘しておきます。 
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また、厳しい財政状況の中で、少なくとも、約８，０００万円の予算があったわけですから、道立市民活動促進センター及

び地域活動振興補助金のあり方について、より効果的な予算配分となるよう、最低限、検討はすべきと考えるが、改めて知

事の見解を伺います。 

答弁（知事） 
 ＮＰＯ推進施策の予算についてのご質問でありますが 

 道のＮＰＯ推進に係る予算の主なものとしては、道立市民活動促進センターの指定管理に係る経費と財団法人北海道地域

活動振興協会への補助があるところでございますが、同センターにおきましては、ＮＰＯ活動に必要な各種情報の提供、人

材育成などのソフト事業や、交流・連携の場を提供するための施設管理など、ＮＰＯが活動しやすい環境づくりや支援のた

めに必要な事業を行っており、同協会に対しては、ボランティア基金の造成とその運用益の活用等により行っているコミュ

ニティ活動やボランティア活動の支援事業を全道で展開するために必要な予算措置を講じているものであります。 

 ＮＰＯ施策の推進に当たっては、道民ニーズの多様化に対応するため、今後とも、さらなる効果的な予算となるよう検討

を進めるとともに、ＮＰＯをはじめとした民間の創意工夫やノウハウを活かした道政の推進を図ってまいる考えであります。 

 

☆☆☆北海道ＮＰＯサポートセンターの「サポート事業」一覧☆☆☆ 
北海道ＮＰＯサポートセンター会員に対するサービス事業です。詳細については個別にご相談に応じますのでお気軽にお

問い合わせ下さい。電話011－204－6523                     2007.5.1 改定（単位：円 税込） 

サポートの内容 詳   細 規格・単位 料金 

ＮＰＯ法人申請手続 相談・書類作成等アドバイス（初回相談30分無料）

※法人申請は時間がかかります。（４ヶ月～６ヶ月） 
基本料金 21,000～

NPO法人代表印 登記に必要な法人代表者印鑑です（送料別） 1本 11,000

片面 Ｂ５ 1,000枚 2,738

片面 Ａ４ 1,000枚 2,738

片面 Ｂ４ 1,000枚 3,438

簡易印刷機（リソグラフ）

使用料金 

黒インク印刷のみ 

（カラー印刷、製本等は

良心的な印刷所を紹介）

予約が必要です。詳細はご相談下さい。 

基本料金は製版1枚、紙代込みの場合です。 

（厚紙や色紙は少し高くなります） 

Ａ３まで印刷可、10枚以上～ 

（両面は片面の倍） 片面 Ａ３ 1,000枚 4,838

片面 カラー 1,470

片面 白黒 1,050

両面 カラー 2,310
名刺作成 

パソコンで名刺を印刷します。（100枚単位）

初回のみ下記料金が別途かかります。 

片面初版代：3１５円 

両面初版代：5２５円 

ロゴ等画像1個につき210円 両面 白黒 1,890

横断幕・ポスター 
パソコンで長尺紙（幅４2ｃｍ）に印刷します。

インク代は別途かかります。 
片面のみ 1,575～/m

シール ＮＰＯのロゴマークシール １シート 大 5枚、小10枚 各 210

日常会計業務支援 パソコンで、伝票入力から決算書作成まで実施 基本料金（1仕訳） 84円から

組織運営相談 

会計相談・経営相談 
個別にご相談をお受けします。 

ＮＰＯ法人解散手続き 書類作成サポート 基本料金 21,000～

※上記の表以外に、不動産売買・賃貸、税務申告、登記書類作成、損害保険関係について、ＮＰＯサポート専門家等によ

る相談を随時受け付けております。（NPOサポセンスタッフがお聞きし専門家にお伝えします） 

※法人認証申請書類、登記書類、会計書類、税務申告、介護保険申請等は、必要に応じて専門家のアドバイスをいただい

ています。弁護士、司法書士、社会保険労務士、行政書士、公認会計士、税理士、損害保険専門家、不動産鑑定士、不

動産専門家、建築士、社会福祉士、ファイナンシャルプランナーなどの専門家の協力を得ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体ブログ 

NPO推進北海道会議 

http://npo-suisin.dosanko.org/ 

北海道 NPOサポートセンター 

http://npo.dosanko.org/ 

NPO バンク 

http://npobank.dosanko.org/ 

北海道ＮＰＯ 越智基金 

http://fund.dosanko.org/  

さっぽろ介護ＮＰＯ支援ネット 

http://www.community.sapporoc
●ＮＰＯ推進北海道会議／●北海道ＮＰＯサポートセンター 

●北海道ＮＰＯバンク、ＮＰＯバンク事業組合／●北海道ＮＰＯ越智基金

〒０６０－００６２ 札幌市中央区南２条西１０丁目クワガタビル２階 
電話番号０１１－２０４－６５２３， ＦＡＸ番号 ０１１－２６１－６５２４ 
通常業務時間１０：００～１８：００（土、日、祝日は休む時があります）

●さっぽろ介護 NPO支援ネット／●北海道ＮＰＯサポートセンター分室

  〒０６０－０００５ 札幌市中央区北５条西６丁目札通ビル８階 
電話番号 ０１１－２４２－４３３３，  ＦＡＸ番号 ０１１－２８１－８８０７
通常業務時間 ９：００～１７：００（月～金）（土、日、祝日休み） 
dc.jp/comsup/sien-net/ 
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業務案内 さっぽろ介護NPO支援ネット 

業 務 案 内 

１．介護事業所の指定申請及び届出書類作成支援を行って

います。 

◇指定介護保険事業所 ◇指定障害福祉サービス事業所

２．福祉有償運送登録申請及び変更届出書類作成支援を行

っています。 

◇道路運送法 ７９条登録・変更届出 

◇車両に表示する「福祉有償運送車両」等のマグネット

ステッカー 

   

３．介護事業所運営に係るご相談を承っております。 

◇事務所に整備すべき書類  ◇職員配置 

◇説明会資料ダウンロード等 

４．レセプト代理請求を行っています。 

◇介護保険 介護報酬請求 

◇障害者自立支援 介護給付請求 

５．高齢者賃貸マンションのご紹介をしています。 

◇安否確認のサービス付の賃貸マンション（札幌市内３ｹ所）

６．介護従業者対象研修会等を企画実施しています。 

お問い合わせは下記へ 

NPO法人 さっぽろ介護NPO支援ネット 

【業務日】月曜日～金曜日（祝日休み）９時～１７時 

〒060-0005札幌市中央区北５条西６丁目札通ビル8F

TEL011－242-4333 FAX011－281-8807 

E-mail sapporo-kaigo@npo-hokkaido.org 

書籍案内 NPO法人をつくりたい方向け 
『ＮＰＯ法人設立申請書類 記入マニュアル』

ＮＰＯ法人格取得のための最新申請情報です。

申請書類の詳細な情報を掲載。記入例のCD-R付。 

定価 1,000円（税込み） 

◆提出書類一覧 

◆申請に必要な書類 記載例 

◆資料編 

 特定非営利活動促進法をはじめ 

施行条例、施行条例規則の最新施 

行版を掲載。 

併せて、北海道NPOサポート 

センターも作成に参加した『知っ 

ておきたいNPOのことーNPO 

基礎知識Q&A』（日本NPOセン 

ター発行300円）もご覧下さい。 

■ご注文・お問い合せは 

北海道ＮＰＯサポートセンター 

TEL:011-204-6523  FAX:011-261-6524 

E-mail npo@mb.infosnow.ne.jp  

■下記のホームページＵＲＬからも注文できます。 

http://npo-hokkaido.org/cart/cart.cgi 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新刊本のお知らせ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

『さっぽろ 会議室のほん』 （2007 年版） 

北海道ＮＰＯサポートセンターでは、札幌市内の貸会

議室情報を集めたガイドブックを 2001 年より発行

しておりますが、この度 2007 年改訂版を発行いた

しました。市民活動にお役立てください。 

・貸会議室58ヶ所 

・宿泊付会議室19ヶ所 

・区民センターや体育施設 

の会議室の一覧 

その他車いす対応のマーク 

等、便利な情報満載です。 

●発行 北海道ＮＰＯ 

サポートセンター 

●定価 525円（税込） 

 

●ご注文・お問合せは 

北海道ＮＰＯサポートセンター 

TEL 011-204-6523 FAX 011-261-6524 

下記ホームページからも注文できます。 

http://npo-hokkaido.org/cart/cart.cgi 

書籍案内 『ＮＰＯの参考書』 
NPO法人必携の一冊 

ＮＰＯ法人向け諸届出ガイドブック 

事務所に１冊必携のマニュアルです。  

・設立登記（法務局）  

・登記完了届（道庁）  

・変更登記（法務局）  

・事業報告書等の提出（道庁）  

・任期満了に伴う役員の変更 

（法務局と道庁）  

・任期途中の役員の変更 

（法務局と道庁）  

・事務所移転（法務局と道庁） 

・定款の変更（法務局と道庁） 

諸届ひな型のＣＤ付き  

■定価 ２,１００円（税込）  

【問合せ】北海道ＮＰＯサポートセンター  

TEL 011-204-6523  FAX 011-261-6524 

E-mail npo@mb.infosnow.ne.jp  

 
ＮＰＯな・・・
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道内観光・出張のお供に、ぜひどうぞ！

ＮＰＯ法人 交通倶楽部ゆうらんでは、北海道・札幌都

市圏交通路線図のリフィル（システム手帳用・バイブルサ

イズ）を発売しています。 

全駅ふりがな付きなので、難しい駅名もわかります。も

ちろん、「駅ナンバー」も入っています！ 旅がちょっと楽

しくなるかも!? 

 

【サイズ】タテ170mm×ヨコ178ｍｍ 

（二つ折り） 
 
（表面）－北海道   （裏面）－札幌都市圏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【販売価格】1枚 315円（税込み）※ 送料 80円

【お求め・お問合せ】ＮＰＯ法人 交通倶楽部ゆうらん 
TEL・FAX 011-233-0090 

E メール koutsuukurabu@yourun.net 

URL   http://yourun.net  

地
下
鉄
駅
間
の
所
要
時

間
も
入
っ
て
い
ま
す
。

旭
川
付
近
。
駅
ナ
ン
バ
ー

も
バ
ッ
チ
リ
。 

「ひとづくり・まちづくり起業講座 
コミュニティカフェ・サロンを作ろう！」
「気楽に支えあえる地域社会の再構築」「様々な人の参加に

よる穏やかな人間関係」「若者、女性、高齢者のささやかな

就労の場」などとしていまコミュニティ・カフェやサロン

が注目されています。 そこで提案です。あなたもカフェ

をつくる側にまわってみませんか？ 

誰もが参加しやすい受講料で、講座を開催します。 

開講日：2008年 8月22（金）・23（土）・30日（土）

●22日（金）10：00～16：00 くすみ書房会議室 

コミレス、カフェ、サロンの企画・運営・財務講座 

講師：中島岳志さん（北海道大学公共政策大学院准教授）、

小林董信さん（北海道 NPO サポートセンター理事・事務

局長）、堀川淳子（西野厨房だんらん） 

●23日（土）13：00～16：00 発寒地区センター 

公開シンポジウム カフェから広がるまちづくり 

対談：中島岳志さん、JUNさん（舞踏家・役者 大阪でカ

フェ" Salon de Amanto 天人"主宰） 

パネラー：源光正晴さん（発寒商店街振興組合理事長）、

神山知代さん（北海道大学法学部3年生）ほか 

●30日（土）10：00～14：00 西野厨房だんらん 

実技：調理実習 献立と食材の工夫について 

定員：40人 受講料：３０００円 ３日間通し・テキスト

代・実習費含む 

◆申し込み締め切り 8月 12日 

※２３日の公開シンポジウムのみの参加も可能。その場合

参加費は資料代５００円のみ、申込み不要。 

後援：発寒商店街振興組合、三角山放送局、生活クラブ生

協西支部、札幌市、北海道 

詳細は、下記までお問い合わせください。 

主催・問合せ：NPO法人ぐるーぽ・ぴの「西野厨房だんら

ん」堀川淳子 

札幌市西区西野８条９丁目18－67 

TEL/FAX 011-671-1443（日、月は定休日） 

書籍案内＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
ブレーメンの挑戦 

～新福祉論が目指すまちづくり 
官主導から民主導への「健康 

福祉千葉方式」の実践 
序文 千葉県知事 堂本暁子 

第 1楽章 とてもはたらきものの 

ロバがいました 

第 2楽章 そうだ！ブレーメンに 

いって音楽隊にはいろう 

第 3楽章 ロバ、イヌ、ネコ、オン 

ドリが力をあわせて 

第 4楽章 いつまでも仲良くくらし 

ました 

【定価】2,000円（消費税込み） 

【図書コード】ISBN978-4-324-07922-5 

【編著者】ブレーメンの挑戦編集委員会 

【発行】ぎょうせい 

【発行日】2007年 12月 24日 

【購入・問い合わせ】書店または下記まで 

北海道ＮＰＯサポートセンター 

北村 電話011-204-6523 FAX011-261-6524

書籍案内 新刊本のお知らせ＊＊＊＊＊＊＊＊

「手から手へ」 

飛んでけ！車いす 1600台の笑顔 

海外旅行のついでに車いすを持って行ってもらう。エコロ

ジーでエコノミーなボランティア！「飛んでけ！」の10

年。活動のあゆみ「国内で不要になった車いすを、国外の

車いすを切実に必要としている人に一つひとつ手渡しす

る」過程の中で多くの人々がかかわり、それぞれがいろい

ろなことを感じ、知り、考える。こうして広がっていった

「学び」を伝えていきたいー。「飛んでけ！車いす」の会

【図書コード】ISBN978-4-87739-145-4 

【定価】1,575円（消費税込み） 

【編著者】吉田 三千代 

【発行】「飛んでけ！車いす」の会 

【発行日】2008年 5月15日 

【発売】共同文化社  

【印刷】株式会社 アイワード 

【購入・問い合わせ】 

書店または下記まで 

「飛んでけ！車いす」の会 

電話：011-242-8171 

■下記のホームページＵＲＬ 

からも注文できます。 

http://npo-hokkaido.org/cart/cart.cgi 
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○●○ 情報ＢＯＸ ○●○ ◎高さ５１ｍと恵庭一高い建物＝『北海道文教大学の新校
舎』 → フォーラム会場となる大学本館は、今年６月に
完成したばかり。１０階からは、恵庭のすばらしい町並

みや田園風景が一望です！ 
安全・安心な「家づくり・まちづくり」セミナー 

●テーマ 建築物の構造と耐震問題について 
◎昼食は、『地産池消弁当』。交流会も「恵庭」の味が盛り

だくさん。 → 1996 年、恵庭田舎倶楽部による「野菜
トラスト」の取り組みから始まった恵庭の“地産池消”。
昼食のお弁当や交流会の料理には、恵庭産の旬の食材を

ふんだんに使っていますので、ぜひ、ご賞味ください。

そして、大いに交流を深めてください。 

●主 催 ＡＲネット北海道 

   ［特定非営利活動法人地域再生ネットワーク北海道］ 

●共 催 ＮＰＯ法人札幌建築設計会 

●後 援 北海道（予定）、札幌市（予定）、 

NPO法人北海道NPOサポートセンター 

●開催日時 平成20年８月29日（金） 

第 1部 17時 00分、第2部19時 00分 ●申込方法 
●開催場所 札幌すみれホテル ★下記参加申込フォームからお申込みください。 
（札幌市中央区北1西2 Tel011-261-5151）  http://www.formzu.net/fgen.ex?ID=P52203286 

●参加人数 100人程度予定 
★FAX、Ｅメール、郵送をご希望の方は、下記の①～⑩）

をご記入のうえ、下記申込先までご連絡ください。 
●参加対象 建築業関係者、設計事務所関係者、行政等職員、

建築物オーナー及び一般消費者 
①お名前（フリガナ） ②一般・学生の別 ③所属 ④住所 ⑤

電話 ⑥E-mail ⑦参加希望分科会 ⑧ガーデニングツアー

参加の有無 ⑨昼食希望の有無 ⑩交流会参加の有無 

●会 費 3,000円（交流会参加者のみ） 

第 1部 （１７時００分～） 基調講演 

１ 建築物の構造と耐震問題について 
（FAX）011-261-1921 「フォーラムｉｎえにわ」宛 石山 祐二氏（北海道大学名誉教授・工学博士、株式

会社NewsT研究所代表取締役） （E-mail）jichiforum2008eniwa@yahoo.co.jp 

（郵送）〒061-1498恵庭市京町１番地 恵庭市役所子ども

家庭課内 諸口信幸 宛 

２ 耐震改修促進法と札幌市耐震改修促進計画について 

高野 壽世氏（札幌市都市局建築指導部 建築安全推

進課長） ★申込期限 2008年 8月 20日（水）必着 
山内 仙才氏（建築安全推進課主査（調査）） ★問合せ先 恵庭市役所 猪口 

第２部 （１９時００分～） 交流会       TEL 0123-33-3131（内線１２４０） 

==================================================== 【問合せ先】ＡＲネット北海道（札幌市東区北10東 12-3-8） 

第２回ＭＡＷＪチャリティ・ラン&ウォーク TEL 011-731-9400  FAX 011-731-9401 

http://arnet-hokkaido.jp/inquiry.html 
難病の子どもの夢をかなえるお手伝いをするボランティア

団体「メイク・ア・ウイッシュ オブ ジャパン（MAWJ）」

では来る９月２０日（土）に下記の要領でチャリティ・ラ

ン＆ウォークを開催いたします。このイベントの参加費等

の収益は、すべて MAWJ の活動費にあてられます。多く

の皆様のご参加をお待ちしています。 

==================================================== 

「北海道自治体学会フォーラムｉｎえにわ」 

どなたでも自由に参加いただけますので、この機会に、ぜ

ひご参加ください。 

●日時 2008年９月６日（土）10：30～17：00  

●会場 北海道文教大学（恵庭市黄金中央5丁目196番地） ●日時 ２００８年９月２０日（土）雨天決行 
☆このフォーラムの目玉は・・・ ●応募締め切り ９月１２日（金）先着２００名まで 
◎片山善博 前鳥取県知事と、中島興世 恵庭市長による『Ｗ

講演』 → ＳＴＶテレビ土曜日朝８時からの「ウェーク
アップ！ぷらす」のコメンテーターでもおなじみ、慶応

義塾大学大学院の片山教授と、中島市長が、自治やまち

づくりについて、熱く語ります！ 

●時間 受付10：00～10：40 開会式10：40 

    11：00～順次コース別にスタート 

    表彰式１２：00頃（予定） 

●場所 集合・受付・スタート地点 幌平橋 豊平川右岸 

（幌平橋の下、豊平区側、地下鉄幌平橋から徒歩３分） 
 講演後は、参加者からの質問時間をタップリとって、ト

ークセッションを展開します。乞うご期待！！ ＊駐車場はありません。 

●コース A-５ｋｍ 男  B-５ｋｍ 女 ◎ひと（市民）が動く、まち(地域)が変わる＝『分科会』で

語ろう！ → 恵庭などの取組事例を題材に、分科会では、
３つのテーマを設定しました。参加者の皆さんも、大い

に議論に加わってください！ 

     C-５ｋｍ 親子チーム（子どもは小学生まで） 

     D-３ｋｍ ウォーク ＊タイムの計測なし 

●表彰 各コース第３位まで。ウォークコースは３つの「隠

しタイム」直後にゴールした方、ベストパフォーマンス賞

３名、お楽しみ抽選会あり。 

(1) 子どもと育つ まちづくり最前線 

～食育・読書・子育てから～ 

(2) 新たな地域コミュニティの創造 ●参加費 個人2,000円（小･中･高･大学生1,000円） 
～「市民力」を育み、活かす～ 

     親子チーム3,000円 
(3) 自治体議会のこれからの役割 

（２人以上も可。参加賞は２人分） 
～市民に開かれた議会へ～ 

＊参加費には、損害保険費用を含みます。 
◎「花のまち」恵庭の魅力をタップリと。『ガーデニングツ

アー』 → 市民が主体となって取り組んだ「ガーデニン
グ」のまちづくり。 恵み野地区を恵庭市民花ガイドが

ご案内します！ 先着５０名様限定ですので、お申し込

みはお早めにどうぞ。 

●参加条件 健康な方、５ｋｍまたは３ｋｍを歩ける方、車

椅子可、ベビーカー可 

●申込方法 必要事項（１住所 ２氏名（必ずフリガナをお

付け下さい）３年齢 ４性別 ５電話・ＦＡＸ番号 ６参
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加希望コース）をご記入の上、往復ハガキ、FAX、E-mail

のいずれかで、お申込みください。 
○●○ 助成金情報 ○●○ 
インターネット環境にないＮＰＯのみなさまへ ＜あて先>〒060-0005 札幌市中央区北５条西６丁目札幌

センタービル 23Ｆプルデンシャル生命保険㈱内 メイ

ク・ア・ウイッシュ オブ ジャパン 

●最近の助成金は、募集要項や応募用紙をインターネット

から取得（ダウンロード）する方式が増えています。また、

さまざまな助成金情報をインターネットから取得すること

ができます。 
FAX ０１１－２１９－７１１１ 

E-mail sapporo@maw.org  
●北海道ＮＰＯサポートセンターでは、インターネット環

境にないＮＰＯのために、①ＩＴ推進ＮＰＯの紹介 ②パ

ソコンの導入設定・インターネット環境整備支援 ③助成

金情報取得支援／助成金申請サポートを行っています。（地

域によって対応できない場合があります）詳細はお問い合

わせください。TEL 011-204-6523（担当：畑） 

※ お申し込みの際に記載された内容は、本大会の運営

以外の目的に使用する事はありません。 

●お支払い方法  郵便口座にご送金ください。 

＜郵便口座＞記号 １９０４０ 番号 ９６９９７９１ 

メイク・ア・ウイッシュ オブ ジャパン 札幌支部 

入金確認後、９月上旬よりはがきで、当日のご案内とゼッ

ケン番号をお知らせ致します。 
 

【８月２９日（金） 締め切り】 必着 

－障害のある人たちの創作活動を支援する－ 【お問い合わせ】 TEL０１１－２１９－７１１１ 
エイブル・アート・アワード 2008 年度公募 ==================================================== 

A 制作支援の部  ■全国まちづくり会議２００８北海道 
■支援の対象 障害のある人たちの絵画や立体造形など

の創作活動を行っているグループを対象とします。 NPO 日本都市計画家協会では、2005 年から 3 年間、東

京で開催してきた「全国都市再生まちづくり会議」の名称

を、今年度より「全国まちづくり会議」と改め、この取組

みの第二ステージとして、今後は全国の草の根まちづくり

に関わる人達の支援・交流をさらに進めるため、東京と地

方で交互に開催することといたしました。 

■支援金の額  総額 50万円。１件あたり 10万円の支

援金を5グループにお支払いします。 

■支援金の使途   作品の制作に直接関わる費用。（絵の

具、筆、紙、イーゼル、粘土などの購入費用） 

B 展覧会支援の部 
◇テーマ「地域力・エンパワーメント」 ■支援の対象 障害のある人で、絵画や立体造形などの創

作活動を行っている作家を対象とします。 ◇開催日 2008年 10月 4日（土）～10月 5日（日） 

◇会 場 恵庭 RBパークセンタービル ■支援の内容 
（恵庭市恵み野北3丁目1番1） 1個人または１グループの展覧会を開催します。 

◇主 催 NPO日本都市計画家協会  会場：ガレリア・グラフィカbis（東京・銀座） 
◇後 援 恵庭市  会期：2008年 12月（6日間）＜予定＞ 
◇プログラム概要 展覧会開催に関する以下の資金を負担します。  
＜10月 4日＞ ＊ギャラリーの借り上げ費用 
11：00 市民公開フォーラム～進二五十八さんと中島恵

庭市長の対談 
＊展覧会の企画コーディネーターの派遣費用 

＊案内ハガキの作成費用、エイブル・アート・ジャパン関

係者へのＰＲ、マスコミへのＰＲ  13：00 オープニングセレモニー 

テーマ別展示交流会～展示内容を多くの人と議論する場 ＊展覧会開催に関する人的支援 
企業活動紹介～まちづくり活動の紹介 （搬入・撤去作業、会期中のスタッフの配置）  
フリーセッション～ミニフォーラム開催 ＊額装費用、作品の搬送費用、作家や関係者の交通費など 
見本市～地域自慢の見本市 【問い合わせ】 〒164-0003 東京都中野区東中野 4-4-1

ポレポレ坐ビル3Ｆ 18：30交流パーティ～北海道ならではの食材提供 

＜10月 5日＞ エイブル・アート・ジャパン（担当：太田） 
テーマ別展示交流会～展示内容を多くの人と議論する場 TEL 03-3364-2140  FAX. 03-3364-5602 
企業活動紹介～まちづくり活動の紹介 E-mail office＠ableart.org 
シンポジウム～伊藤滋さんを囲むシンポジウム ================================================== 
見本市～地域自慢の見本市 【９月１０日（水） 締め切り】 
総括フォーラム～テーマ別展示交流会の提言報告 

読売福祉文化賞 2008 年 候補募集 
～16：30 クロージングセレモニー 

 読売新聞社と読売光と愛の事業団は、福祉文化の向上に

尽くしている個人や団体を顕彰する「読売福祉文化賞

2008 年」受賞候補の推薦を受け付けます。本賞は、障

害者の自立や社会参加、共生を推進する福祉事業に取り組

んでいる個人や団体を支援し、豊かな福祉文化の実現をめ

ざすものです。特に新しい発想で活動を始めた人たちを応

援します。 

◇参加費 入場・イベント参加は無料 

 ＊出展は有料です。出展希望の方は下記お問合せ先にご

連絡ください。 

◇お問合せ先：NPO日本都市計画家協会 北海道支部 

札幌市中央区北1条西5丁目3北一条ビル5階 

TEL 011-232-9311（担当：山重・矢野） 

E-mail jimukyoku@jsurp-h.gr.jp 
■ 賞  3 件（副賞として活動支援金を各100万円） 

■応募方法 申請書を請求するかダウンロードし、郵送で
最新情報は下記JSURPホームページをご覧ください 

URL http://jsurp.net/ 
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TEL 011-211-2964  FAX 011-218-5156 申請してください 

E-Mail：shimin-support@city.sapporo.jp ■書類請求 〒100－8055（住所不要） 

読売光と愛の事業団・福祉文化賞係 ================================================== 

【９月３０日（火） 締め切り】 必着 TEL 03-3216-4921  FAX 03-3216-4981 

詳細はホームページをご覧ください。 第２回「かめのり賞」募集のご案内 
URL http://www.yomiuri-hikari.or.jp/ 

財団法人かめのり財団は、日本とアジア・オセアニア諸国

との交換留学、文化・スポーツの青少年交流、語学教育な

ど、日本とアジア・オセアニアの国際相互理解の増進に草

の根で貢献している方々の活動を顕彰し、支援します。 

================================================= 

【９月１７日（水） 締め切り】 必着 

札幌市 

さぽーとほっと基金 助成事業の募集 《対象》日本とアジア・オセアニアの国際相互理解の増進

に草の根で貢献しているNPO（非営利団体）、任意団体、

個人とします。 
札幌市では、市民の寄付をもとに、自主的なまちづくり活

動を応援する「さぽーとほっと基金（市民まちづくり活動

促進基金）」を今年４月から運営しています。このたび、

この基金が助成を行なう事業を募集しています。 

■応募方法 次の応募書類を、当財団まで配達記録郵便に

てお送りください。自薦・他薦を問いません。  

１．所定の応募・推薦用紙（全3ページ）。 ※基金から助成を受けるにはあらかじめ基金への登録が

必要です。事業を申請できる団体は、基金にあらかじめ登

録された団体（町内会、ボランティア団体、NPO など〔構

成員10 名以上〕）となります。 

  かめのり賞「応募・推薦用紙」 

２．組織・活動の内容を記したパンフレットなど。  

３．今年度の事業計画書、予算書および過去３年間（可能

な範囲で）の事業報告書、決算書またはこれらの内容

を記したもの。  
■募集事業 

1.「保健、医療、福祉の増進」の分野に関する事業（募集

総額80万円） ４．今年度以降に、特に予定している新規事業があればそ

の内容を記したもの。  2.「地域の安全」の分野に関する事業（募集総額48万円） 
■「かめのり賞」の内容 3.年間テーマ「地域の絆（きずな）・つながりをつくり、

まちを元気にする活動」に関する事業（募集総額50万円） 10件に、正賞の記念の楯および副賞として50万円の活

動奨励金を贈呈します。 上の１～３の募集事業はいずれも、 
■書類提出先・問い合わせ先 ●１事業（１団体）につき10万円～20万円の助成。 
〒102-0083東京都千代田区麹町5丁目5番地 共立麹

町ビル103号室  
●事業総額の２分の１までを助成。 

●2009年 3月末までに終了する事業。 
財団法人かめのり財団 「かめのり賞」係  ●いずれか１つのみの応募。 
TEL 03-3234-1694  FAX 03-3234-1603  ■事業申請に必要な書類 

E-mail info@kamenori.jp (1)札幌市市民まちづくり活動促進助成金交付申請書 

 (2)事業計画書   

 ＮＰＯ法人 ＮＰＯ推進北海道会議 

代表理事 田口 晃 (北海学園大学教授) 

杉岡 直人(北星学園大学教授) 

杉山さかゑ (北海道ｸﾞﾘｰﾝﾌｧﾝﾄﾞ理事長)

事務局長 佐藤 隆 

http://npo-suisin.dosanko.org/ 
----------------------------------------------

ＮＰＯ法人 北海道ＮＰＯサポートセンター 

理事長 杉山さかゑ  事務局長 小林董信 

http://npo.dosanko.org/ 
--------------------------------------------- 

NPO法人 北海道NPOバンク 
理事長 杉岡 直人 事務局長 北村美恵子 

NPOバンク事業組合 理事長 高木 晴光 

http://npobank.dosanko.org/ 
--------------------------------------------- 

NPO法人 北海道NPO越智基金 
代表理事 田口 晃  事務局長 北村美惠子 

http://fund.dosanko.org/ 
--------------------------------------------- 

〒060-0062 札幌市中央区南2条西10丁目 

クワガタビル2F 

TEL(011)204-6523 FAX(011)261-6524 

E-mail npo@mb.infosnow.ne.jp 

(3)収支計画書  

(4)見積書（５万円以上の備品の購入の場合）  

■助成までのスケジュール 

9/17まで 事業の募集  

9 月下旬 第１次審査（書類選考）  

10/25(土) 第２次審査（公開の場での事業発表）  

11月初旬 助成  

■助成の概要 

事業は以下の条件を全て満たすものになります。  

(1)営利を目的としない公益的な事業  

(2)地域社会の発展に資すると認められるもの  

(3)札幌市民を対象とした事業  

(4)親睦やレクリエーションを主な目的とした事業でない

こと  

(5)当該事業が当該年度内において、札幌市の他の助成等

を受けている、若しくは、受けることが決定している

事業でないこと  

(6)既に終了した事業でないこと  

■申し込み先 

郵送か持参で下記まで必要書類を提出してください  

札幌市市民自治推進室市民活動促進担当課  

〒060-8611札幌市中央区北1条西2丁目 札幌市役所

本庁舎13階  


